
船舶事故等調査報告書 

平成２６年９月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４長第４２号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２６年１月１３日 ０９時３０分ごろ 

発生場所 三池
み い け

港西方沖（有明
ありあけ

海） 

 福岡県大牟田
お お む た

市所在の三池港北防砂堤灯台から真方位２６１°

６,７５０ｍ付近 

 （概位 北緯３２°５９.７′ 東経１３０°１９.３′） 

事故等調査の経過  平成２６年５月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 紀
き

栄
えい

丸、４.６トン 

   ＦＯ３－５７２３１（漁船登録番号）、個人所有 

Ｂ 漁船 徳島
とくしま

丸、３.４６トン 

   ＳＡ３－１６２０４（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型船舶操縦士 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

損傷 Ａ 左舷中央部のたつに亀裂及びペイント剝離 

Ｂ 船尾部のアンカー引揚げ用ローラーに擦過傷 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか２人が乗り組み、機関を中立（アイドリング運

転としてクラッチを中立位置）にし、船長Ａが投網
と あ み

を投げる準備を行

いながら漂泊中、Ｂ船は、船長Ｂほか１人が乗り組み、機関を中立に

し、船長Ｂが前部甲板で投網をさばきながら漂泊中、平成２６年１月

１３日０９時３０分ごろ、三池港西方沖において、Ａ船の左舷中央部

とＢ船の船尾部とが衝突した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の初期  

 その他の事項 

 

 両船は、投網を使ってしばえび漁を行っていた。 

 本事故当日には、本事故発生場所付近では、約７０～１００隻の僚

船がしばえび漁を行っていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、三池港西方沖で漂泊して操業中、船長Ａが投網を投げる準

備を行うことに意識を向けていたことから、Ｂ船と接近し、Ｂ船と衝



突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、三池港西方沖で漂泊して操業中、船長Ｂが前部甲板で投網

をさばくことに意識を向けていたことから、Ａ船と接近し、Ａ船と衝

突したものと考えられる。 

原因  本事故は、三池港西方沖において、Ａ船及びＢ船が漂泊して操業

中、船長Ａが投網を投げる準備を行うことに意識を向け、また、船長

Ｂが投網をさばくことに意識を向けていたため、両船が衝突したこと

により発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・操業中であっても、常時、適切な見張りを行うこと。 

 


